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益
等
は
生
じ
な
い
の
か
。

市
民
部
長
　
直
接
的
な
不
利
益

は
な
い
。
約
１
千
件
は
市
外
転

出
者
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

議
員　

シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
が
大
幅
に
遅
れ
た
。
市
内

テ
ム
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

分
離
を
し
て
運
用
し
て
い
る
。

専
用
サ
イ
ト
の
公
開
等
、
役
立

つ
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
わ
が
ま
ち
マ
ッ
プ
の
シ

ス
テ
ム
は
素
晴
ら
し
い
。
海
外

か
ら
の
来
訪
者
向
け
に
観
光
に

関
す
る
地
図
の
多
言
語
化
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

市
長　
多
言
語
化
の
有
効
性
は

認
識
し
て
お
り
、
実
現
方
法
を

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
児
童
・
生
徒
が
観
光
や

来
訪
者
の
お
も
て
な
し
に
関
す

る
企
画
を
考
え
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
三
鷹
市
の
こ
と
を

よ
り
深
く
知
る
よ
い
機
会
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
児
童
・
生

徒
の
参
加
に
よ
る
観
光
施
策
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
学
校
の
教
育
活
動
に

お
い
て
は
観
光
施
策
だ
け
に
特

化
し
た
活
動
は
難
し
い
が
、
児

童
・
生
徒
が
地
域
の
行
事
等
の

企
画
や
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る

事
例
も
あ
る
。
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
主
体
的
に
参
画
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
た
児
童
・
生
徒

の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
国
民
の
利
便
性
の
向
上

や
行
政
の
効
率
化
等
を
目
指
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
、
一
層

の
普
及
促
進
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
い
ま
だ
市
内
で
４
千

366
通
の
通
知
カ
ー
ド
が
配
達
で

き
て
い
な
い
が
、
市
民
に
不
利

な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
住

民
記
録
や
税
、
福
祉
等
の
シ
ス

議
員　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
時
に
は
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

本
市
へ
の
来
訪
者
が
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
好
機

と
捉
え
、
観
光
施
策
を
充
実
す

べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
現
在
、
み
た
か
都
市
観

光
協
会
を
中
心
に
、
市
民
、
関

係
団
体
が
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
年
度
、
観
光
に
関

す
る
基
本
方
針
（
仮
称
）
を
策

定
し
、
市
民
、
関
係
団
体
、
行

政
が
一
体
的
に
観
光
を
推
進
す

る
体
制
を
整
え
た
い
。

議
員　
観
光
情
報
は
、
市
民
、

来
訪
者
、
外
国
人
な
ど
閲
覧
す

る
人
を
考
慮
し
て
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
見
や
す
さ
や
情
報
の
充
実

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
数

多
く
の
観
光
情
報
を
周
辺
地
図

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
４
カ
国
語
の
自
動
翻
訳
機

能
の
追
加
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　
テ
ロ
を
含
め
て
安
全
対

策
と
ど
う
両
立
し
て
い
く
か
と

い
う
課
題
も
あ
り
、
丁
寧
に
慎

重
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
市
民
に
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
︱
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

の
放
送
は
重
要
で
あ
り
確
実
に

市
民
に
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
Ｊ
︱
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
情

報
は
防
災
行
政
無
線
同
報
系
に

よ
り
市
内
54
カ
所
の
ス
ピ
ー
カ

ー
か
ら
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ

る
。
着
実
に
瞬
時
で
知
ら
せ
る

べ
き
警
報
で
あ
り
、
活
用
の
検

証
を
丁
寧
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
口

が
日
々
進
化
し
、
三
鷹
市
の
情

報
シ
ス
テ
ム
も
そ
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
等
の
技
術
的

第
二
副
市
長　
ま
ち
づ
く
り
総

合
研
究
所
で
の
議
論
の
中
で
、

民
間
資
金
の
導
入
や
資
金
軽
減

の
た
め
の
権
利
設
定
な
ど
、
国

内
外
の
様
々
な
財
源
確
保
の
手

法
に
つ
い
て
検
討
・
整
理
し
、

見
き
わ
め
た
い
。

議
員　
Ｉ
ｓ
値（
耐
震
指
数
）が

高
い
ほ
ど
建
物
の
安
全
度
が
高

く
な
る
。
市
庁
舎
は
0.6
で
耐
震

基
準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
防

災
拠
点
施
設
に
必
要
な
0.9
を
満

た
し
て
い
な
い
。考
え
を
伺
う
。

市
長　
今
後
建
て
替
え
る
庁
舎

は
、
十
分
な
値
を
満
た
し
、
災

害
時
の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う

な
堅
牢
な
庁
舎
に
し
た
い
。

議
員
　
現
代
社
会
に
お
い
て
は

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
天
災
は

も
と
よ
り
、
テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー

攻
撃
な
ど
様
々
な
危
機
に
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
市
内
で
テ
ロ
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
テ
ロ
が
発
生
し
た
施
設

の
管
理
者
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施

設
の
管
理
者
、
警
察
署
、
消
防

署
、自
衛
隊
等
の
関
係
機
関
、医

療
機
関
と
三
鷹
市
が
い
ち
早
く

連
携
・
協
力
し
、
対
応
す
る
。

議
員　
市
内
で
起
こ
り
う
る
テ

ロ
の
想
定
及
び
対
応
を
伺
う
。

市
長　
市
内
に
限
定
し
た
も
の

で
は
な
い
が
、
大
規
模
集
客
施

設
の
爆
破
、
大
量
殺
傷
物
質
に

よ
る
攻
撃
、
自
爆
テ
ロ
等
が
想

定
さ
れ
る
。
何
よ
り
も
テ
ロ
発

生
直
後
に
初
動
態
勢
を
迅
速
に

立
ち
上
げ
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

議
員　
テ
ロ
等
犯
罪
防
止
の
観

点
か
ら
民
泊
の
あ
り
方
を
ど
の

度
の
模
索
と
と
も
に
、
財
源
に

つ
い
て
の
検
討
が
急
務
だ
。
本

市
の
考
え
方
を
伺
う
。

じ
て
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
普
及

啓
発
に
更
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
市
は
広
報
み
た
か
に
養

育
家
庭
の
説
明
・
募
集
等
の
掲

載
を
す
る
な
ど
都
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
更

な
る
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
政
策
部
長　
昨
年
度
新

た
に
み
た
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
チ
ラ
シ
等
の
配
布

と
相
談
対
応
を
行
っ
た
。
今

後
、更
な
る
周
知
を
図
り
た
い
。

議
員　
虐
待
死
を
減
ら
す
た
め

に
は
潜
在
す
る
死
亡
要
因
の
把

握
が
不
可
欠
だ
。
公
的
な
子
ど

も
の
死
因
究
明
制
度
の
創
設
の

動
向
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
子
ど
も
の
全
て
の
死
の

検
証
と
い
う
動
き
を
国
や
都
が

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
、
児
童

相
談
所
も
含
め
て
そ
の
動
向
を

注
目
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
児
童
・
生

徒
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

具
体
的
な
構
想
を
検
討
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
る
。

議
員　
他
市
区
に
お
い
て
も
市

庁
舎
の
建
て
替
え
の
検
討
や
工

事
に
は
一
定
期
間
を
要
し
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究
所

内
だ
け
で
な
く
、
庁
内
で
も
１

日
も
早
く
調
査
・
研
究
を
進
め

る
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究

所
に
全
て
委
ね
る
の
で
は
な

く
、
議
論
を
支
え
る
事
務
局
と

し
て
、
庁
内
で
も
基
礎
的
な
調

査
や
し
っ
か
り
し
た
デ
ー
タ
収

集
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
庁
舎
建
て
替
え
に
当
た

っ
て
は
、
国
や
都
の
補
助
金
制

破
す
る
な
ど
深
刻
な
状
況
が
続

い
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
児

童
虐
待
の
発
生
状
況
を
伺
う
。

市
長　
平
成
27
年
度
に
虐
待
と

し
て
受
理
し
た
件
数
は
145
件
、

前
年
度
よ
り
12
件
の
増
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
虐
待
が
起
こ

る
要
因
も
複
雑
化
し
て
い
る
。

議
員　
本
市
で
は
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
に
虐
待
対
策
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
関

係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
て
き

た
。配
置
に
伴
う
効
果
を
伺
う
。

市
長　
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
の
取
り
組
み
が
効
果
を
上
げ

て
、学
校
、保
育
園
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
病
院
等
か
ら
の
虐
待
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
る
。

議
員　
児
童
福
祉
法
の
改
正
で

児
童
養
護
施
設
で
の
養
育
よ
り

里
親
制
度
等
の
家
庭
養
護
を
優

先
す
る
と
い
う
国
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
所
見
を
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　
多
く
の
子

ど
も
が
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
感

議
員　
先
の
熊
本
地
震
で
は
、

自
治
体
の
庁
舎
が
損
壊
し
使
用

不
能
に
な
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い

だ
。
市
庁
舎
の
安
全
性
に
つ
い

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
議

論
を
進
め
る
べ
き
だ
。
平
成
28

年
度
施
政
方
針
の
中
に
三
鷹
ま

ち
づ
く
り
総
合
研
究
所
に
お
い

て
、
市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
お

け
る
調
査
・
研
究
を
行
う
と
あ

る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で

結
論
を
出
す
の
か
。

市
長　

今
年
度
末
ま
で
に
建

築
、
防
災
、
環
境
、
情
報
シ
ス

テ
ム
の
有
識
者
や
企
業
、
職
員

を
中
心
に
、
課
題
や
論
点
を
ま

と
め
る
。
更
に
来
年
度
以
降
、

は
な
く
、
実
際
に
現
地
を
見
る

こ
と
で
、
そ
の
後
の
通
信
販
売

等
に
つ
な
が
る
こ
と
も
バ
ス
ツ

ア
ー
の
意
義
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
交
流
の
あ
る
自
治
体
の

情
報
を
お
互
い
に
発
信
す
る
こ

と
で
信
頼
関
係
は
よ
り
深
ま
る

の
で
は
な
い
か
。
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
本
年
３
月
の
広
報
に
東

日
本
大
震
災
か
ら
５
年
を
経
て

復
興
が
進
む
矢
吹
町
を
応
援
す

る
特
集
記
事
を
掲
載
し
た
。
ま

た
、
交
流
事
業
に
つ
い
て
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
情

報
発
信
し
て
い
る
。
今
後
も
相

互
の
住
民
に
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報

が
届
く
よ
う
協
力
し
た
い
。

議
員　
新
た
に
姉
妹
市
町
や
友

好
市
町
村
を
拡
充
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
現
在
関
係
を
結
ん
で
い

る
自
治
体
と
の
丁
寧
な
交
流
が

原
則
だ
。
災
害
時
応
援
協
定
の

申
し
出
も
あ
り
、
丁
寧
に
各
自

治
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
本
市
は
、
姉
妹
市
町
と

し
て
福
島
県
矢
吹
町
と
兵
庫
県

た
つ
の
市
、
友
好
市
町
村
と
し

て
岩
手
県
遠
野
市
な
ど
と
交
流

し
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
遠
方

の
自
治
体
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
効

果
が
あ
り
、
大
変
重
要
だ
。
こ

れ
ま
で
の
交
流
の
取
り
組
み
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
ス
ポ
ー
ツ
や
産
業
、
芸

術
文
化
な
ど
様
々
な
分
野
で
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
職
員
同
士

の
交
流
が
政
策
形
成
力
や
市
民

と
の
協
働
力
の
向
上
に
効
果
が

あ
り
、
更
に
は
市
民
の
交
流
の

広
が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

議
員　
国
の
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
た
姉
妹
市
町
元

気
創
造
交
流
事
業
と
し
て
、
矢

吹
町
復
興
継
続
支
援
販
路
拡
大

バ
ス
ツ
ア
ー
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
矢
吹
町
の
経
済
効
果
へ
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
参
加

者
も
意
識
し
て
行
く
べ
き
だ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

猛
烈
に
買
い
物
を
す
る
だ
け
で

議
員　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

平
成
26
年
度
に
全
国
の
児
童
相

談
所
が
対
応
し
た
児
童
虐
待
の

件
数
は
、
初
め
て
８
万
件
を
突

２８・８・７

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

姉
妹
市
町
や
友
好
市
町
村
と

更
な
る
親
善
で
絆
を
深
め
よ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
小
俣
　
美
惠
子
　
議
員

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
り

健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

市
庁
舎
建
て
替
え
議
論
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
よ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

テ
ロ
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
に

的
確
に
対
応
す
る
危
機
管
理
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
強
化
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普
及
に
努
め
よ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

観
光
施
策
の
推
進
で

更
な
る
市
民
満
足
度
向
上
を

一
般
質
問

　
６
月
９
日
、
10
日
の
本
会
議
で
、
22
人
の

議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
役
所
本
庁
舎


